
令和４年度
ＮＰＯ法人アンケート
結果【概要版】

令和５年１月 地域振興課
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１．ＮＰＯ法人の基本情報
【会員数】

・10人未満～19人の小規模の法人と50人以上の
大規模の法人と２極化している。

・Ｈ30年度調査よりも10人未満の法人が増加し
ており、新規会員確保が課題と考えられる。0
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【年齢構成】

・50代・60代が多い。

・Ｈ30年度調査よりも40代以下が減少し50代以
上が増えており、高齢化が進行している。

・若い世代の会員確保が課題と考えられる。
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１．ＮＰＯ法人の基本情報
【財政規模】

・1,000万円以上の法人が多い。

（福祉関係法人が多い）

・Ｈ30年度調査よりも50万円以上1,000万円未満
の法人が減少し、50万円未満の法人が増加。

高齢化や新型コロナウイルスによる活動減少
が要因と考えられる。
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２．ＮＰＯ法人設立時の課題
【法人化で苦労した点】

・定款や事業計画等、登記申請などの実務、資金
調達が多い。

・定款や事業計画等の書類作成については、市
ホームページに手引きを掲載し、また窓口におい
ても相談に応じている。
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【相談先】

・行政や他のＮＰＯ法人への相談が多い。

・ふくしま地域活動団体サポートセンターへの相
談は少ない。物理的な距離が要因の一つと考え
られる。（対面による相談を希望？？？）

・自由意見では、書類作成などの実務や資金調
達、設立後の運営に関する相談窓口があればよ
かったとの回答が多い。
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３．現状の課題
【人材の課題】

・「実働メンバー不足」、「新規会員確保」、「高齢化」
の順となっており、若手会員の確保が課題となってい
る。

【運営・活動の課題】

・「活動資金不足」、「広報」の順となっている。

活動資金については、設立時にも課題となってお
り、継続した課題となっている。

広報に関する課題は、会員確保が困難となってい
る要因の一つと考えられる。

課題解決の相談先は設立時と大きな変化はない。
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専門知識・ノウハウの不足 パソコン機器の使用 その他
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活動時間確保 活動資金不足 労務事務が煩雑 活動場所の確保

地域の理解 広報 その他
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４．中間支援組織の必要性
【必要性】

・約５割が必要と回答。

・Ｈ30年度と比較すると「必要ない」との回答が減少
し、「必要」が増えている。

・会員数、財政規模が大きい法人が必要と回答して
いる傾向にあることから、活動をしている団体ほど、
中間支援組織への相談や支援を希望している。

【理由（自由意見）】

・相談先の確保やワンストップ（課題解決・支援・相談
等）の支援を希望する意見が多い。

・一方で、中間支援組織の活動内容が分からない、
困っていることはないなどの意見もある。
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４．中間支援組織の必要性
【求める支援内容】

・課題となっている「活動メンバー不足」や「活動
資金不足」、「事業に関する広報」などの解決に向
けて、他団体や個人、助成金情報などを繋ぐ役割
が求められている。

・Ｈ30年度の調査と比較しても、求める支援策は
大きな変化はないが、「連携・協働のコーディネー
ト」や「活動や助成等の情報収集・提供」、「人材
資源の仲介」が増えている。
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求める支援

連携・協働のコーディネート 活動や助成等の情報収取・提供

資金調達方法の相談 人材資源の仲介

研修 組織運営の相談

その他
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５．市民活動サポート（支援）センターの必要性
【必要性】

・約５割が必要と回答。

・中間支援組織よりは必要と回答した割合は低い。

・Ｈ30年度の調査よりも「どちらともいえない」と回答
した数が増えている。

【理由（自由意見）】

・行政以外の恒常的な相談窓口として期待している、
新規参入促促進のため敷居の低い場やフェスなど市
民とＮＰＯを繋ぐ場づくりに期待しているなどの意見
があった。

・一方で、行政があれば足りる、立ち位置が不明とい
う意見もある。
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ぜひ必要、積極的に利用 必要、利用 どちらともいえない 必要ない
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５．市民活動サポート（支援）センターの必要性
【求める役割】

・「中間支援組織の職員が常駐し、相談や情報提供
が受けられること」が約３割ともっとも多く、施設面
（ハード）より相談できる人的な支援が求められてい
る。
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求める役割

中間支援職員が常駐 会議室等低廉で利用 予約不要のフリースペース

夜間・土日も利用可能 施設の立地 展示コーナー

閲覧コーナー コピー、印刷コーナー メールボックス、貸しロッカー

インターネット環境 その他
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６.自由意見
【自由意見】

・サポート（支援）センターについて、早期の設置を希望する意見が多いが、その一方で、「社
協のボランティアセンターとの役割・活動等の明確化が必要」という意見があったことから、セ
ンターの役割や立ち位置についての整理が必要と考えられる。

・中間支援組織について、「中間支援組織はＮＰＯが立ち上げを行うものと認識している」「中間
支援組織の永続性に疑問」との意見が出されており、継続した組織運営を行うためには、ＮＰ
Ｏによる設立や運営を支援していく必要があると考えられる。

・その他として、既存補助金の継続と拡充、行政主体の事業への意見、ＮＰＯ活動の広報に関
する意見が出された。
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参考.中間支援組織・サポート（支援）センターに関する回答の割合

29, 
44%

10, 
15%

24, 
36%

3, 5%

中間支援組織の

認知度

聞いたことがあり、意味・役割知っ

ている

聞いたことがあるが、意味・役割は

分からない

聞いたことはない

無回答

31, 
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25, 
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7, 11%
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中間支援組織の

必要性

必要である

どちらでもない

必要ない

無回答
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は分からない

聞いたことはない

無回答

14, 
21%

16, 
24%

31, 
47%

2, 3% 3, 5%

サポートセンターの

必要性

ぜひ必要、積極的に利用

必要であり、利用したい

どちらともいえない・わからない

必要ない

無回答
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